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令和４年度（通算第２３回）長崎自然共生フォーラム通常総会 

開 催 報 告 

 

 

日時：令和４年１０月２９日（土）１６：３０～１７：００ 

場所：長崎市サステナプラザながさき（長崎市温暖化防止活動推進センター） 

（長崎市万才町１０−１６パーキングビル川上２F）TEL：095-895-5541） 

議長：会長 宮原和明氏  

（長崎総合科学大学名誉教授・NPO 環境カウンセリング協会長崎顧問） 

 

開会に先立ち、事務局長から会員３２名中、出席者２８名（うち委任状１７名）を

得て、総会は成立する旨の確認報告があり、幹事会は省略して議事進行した。 

 

開会挨拶（会長）：昨年に続きコロナ禍で、研究会等を実行できず申し訳ありませ

ん。久しぶりの対面総会で当会も２３回を迎えることになりました。日頃より会の運

営に協力いただきありがとうございます。今後も造園建設業協会の皆さんとともに学

識者等とのつながりを活用しながら、無理のない実のある活動を続けていきたいと思

います。また、課題である会の活性化を考慮した若手技術者の参加、協働の促進を検

討し、前へ進めていきたいと考えていますので、ご協力の程よろしくお願いします。 

今回は、早瀬副会長のお世話で長崎県自然環境課長の笹渕 公平様にご講演を引き

受けてもらいました。笹渕様ありがとうございました。 

 

出席者(会員)：為永、早瀬、生野、大塚、奥野、蒲原、鈴木、吉田、来崎、宮原、

西田（zoom 参加）、委任状（１７名）（五十音順） 

○ 議事録 

＜第 1号議案＞ 会員状況報告について（大塚事務局長） 

令和４年４月１日、正会員３２名。 

（承認） 

 

＜第 2号議案＞ 令和 3年度事業報告について（宮原会長） 

令和２～３年度はコロナ感染拡大の波があり、全く研究会活動ができなかった。 

ニュースレター２８号、２９号のみ発行した。会員活動の一環として、会員が 

ながさきエコライフフェスタ、長崎県住宅フェアにパネル展示で参加した。 

（承認） 

 

＜第 3号議案＞ 令和３年度決算報告について（大塚事務局長） 

 令和３年度収支決算を紙面により口頭説明があった。 

 一般会計 決算額 ７６，３３８円（内寄付１万円）次期繰越額５１，７８３円） 

                   繰越内訳 現 金  ２２，８８５円 

                        親和銀行 ２０，００８円 

                        郵便局   ８，８９０円  

                          （承認） 
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＜第 4号議案＞ 令和４年度監査報告について（鈴木監事、富永監事（委任状）） 

  令和４年５月２６日付で適正に処理されている旨、鈴木監事から報告があった。 

（承認） 

 

＜第 5号議案＞ 令和４年度事業計画（案）について（宮原会長） 

１．事業活動について・・・令和２年から２年間はコロナ感染拡大のため、対面

及びオンライン含めて研究会活動を休止してきた。ワクチン接種効果もあり、

徐々に対面及びオンラインによる会議やフォーラムも増えてきた。今回は、

対面（Zoom 併用）による総会と講演会を企画実施することとしました。 

2．運営委員会、幹事会について・・・これまで年２回程度としているが、コロナ

禍でもあり、当面見合わせる。但し、会議の必要が生じた場合は、オンライン

Zoom 開催とする。 

3．研究会活動や交流会について・・・会員の学び場や研鑽を兼ねて、年１～２回

タイムリーなフォーラム・講演会等があれば、（会員の皆様からの紹介も）事

務局から案内することとする。 

4．会員情報誌のニュースレターの充実と発行に取り組む。 

  年２回程度発行する。 

  特に今年度からは、巻頭言や話題提供を幹事など役員の皆さんに順送りでお願

いする。また若手社員の皆さんの積極的な情報提供をお願いする。 

 （承認） 

  

＜第 6号議案＞ 令和４年度予算（案）について（大塚事務局長） 

収 入 会員 35 名として会費 70,000 円を計上。（今年度は、会費 2，000 円徴収） 

支 出 令和４年度 24,555 円に対して,借り上げ料その他 13,000 円、謝金 20,000 円 

予備費を 52,783 円に増額し 121,783 円。 

繰越金 51,783 円。 

 （承認） 

 

＜第 7号議案＞ 役員改選について（宮原会長） 

  コロナ禍で活動休止の状態でしたので、令和５年度総会まで現役員をすえ置くと

して提案し、承認されました。                   

（承認） 
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○基調講演：「生物多様性の保全と行政の取り組み」    ≪早瀬副会長が紹介≫ 

笹渕 紘平氏（長崎県県民生活環境部自然環境課 課長） 

 

１７：１０〜１８：４０（約９０分）：、PPT画像を用いて、 

前半は「国立公園のこれまでとこれから」で、北海道内、国立公園における実践例

として、地域と連携したまちづくり（リゾート観光を含む）等について大変興味ある

話であった。 

また後半「自然との共生を考える」は、西欧人と日本人の自然に対する感じ方や対

処の仕方の違いなどこちらも大変興味あるご講演をいただいた。 

薄謝にもかかわらず９０分、時間を忘れる程の講演でした。お礼を申し上げたい。 

 

＊詳細については、ニュースレター３０号（来崎氏まとめ）を拝読してください。 

 

       
 

 

○交流会 

  ホテル JALシティ、２階「桃苑」において、為永副会長の講演お礼の挨拶にて 

始まり、午後７時〜９時ごろまで時間の許す限り講師の笹渕氏を囲んで、参加者 

みんなで楽しい時間を過ごしました。 

 （中華料理コースと紹興酒等で大いに盛り上がった） 

 

 参加者：笹渕 紘平（県自然環境課長） 

早瀬（副会長）、為永（副会長）、鈴木（監事）、大塚（事務局長）、 

生野、奥野、吉田（長崎市）、宮原（他、長大生飛び入り１人）―１０名 

 

以上 

 


